
   監 査 委 員 公 表   
 

  監査委員公表第５号 
   平成 29 年３月 21 日付 28 長監第 62 号の監査結果に基づき、措置を講じた旨の通知があったので、地方自治
法（昭和 22 年法律第 67 号）第 199 条第 12 項の規定により、次のとおり公表する。 

    平成 29 年８月１日 

                                                長崎県監査委員  石 橋 和 正 
                                                           同       砺 山 和 仁 
                                                           同       外 間 雅 広 
                                                                       同       深 堀  浩 
 
 



H 2 9 - 0 1 0 9 0 - 0 1 5 9 7 
平成 29 年 5 月 30 日 

 

 
 長崎県監査委員  石橋 和正 様 

 長崎県監査委員  砺山 和仁 様 

 長崎県監査委員  外間 雅広 様 

 長崎県監査委員  深堀 浩   様 

 

 

                     長崎県知事  中村 法道   印    

 

 

平成 28 年度行政監査結果に係る措置について（通知） 

 

 

平成 29 年 3 月 21 日付 28 長監第 62 号の監査結果に基づき、別紙のとおり 

措置を講じたので通知します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



【意見】
講　じ　た　措　置

【監査対象印刷物：ながさきにこり】

　県外からの訪問意欲や県産品の購買意欲を
高めるため、県外配付拡大に下記のとおり取り
組んでいます。今後、さらに県外配付拡大に積
極的に取り組んでまいります。
○50部以上の新規設置箇所
　・神戸空港ターミナル㈱　　　　　　　300部
　・中部国際空港㈱　　　　　　　　 　　200部
　・電通ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾘﾚｰｼｮﾝｽﾞ　　　　 　　165部
　・日本橋長崎館　　　　　　　　　　　　150部
　・島半観光㈱（太宰府市）　　　　　　150部
　・宇和島運輸㈱　　　　　　　　　　　　100部
　・長崎県東京産業支援センター　　  50部
　・ベストウェスタンホテル高山　　　　 50部
　・ホテルパールシティ黒崎　　　　　　 50部
　・ホテルクラウンパレス北九州　　　 50部
　・八代グランドホテル　　　　　　　　　 50部
　・ちゃんぽん屋（常滑市）　　　　　　  50部
　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　1,365部
○設置部数の増
　・まるごとにっぽん（浅草）　　　　  200部
○その他個人配付等
　・無料配布希望者等　　　　　　　   576部

　　　　　　　合　　計　　　　　　　　　 2,141部

平成28年度行政監査結果に係る措置

監　査　の　結　果

(1) 配布部数及び配布先について
　ア　「ながさきにこり」の配布の効果は、次の4
点としている。

（ア）県外の方の本県への訪問意欲を高める。
（イ）県内外の方の長崎県産品の購買意欲を高
める。
（ウ）県内外の方に本県ならではの文化等に興
味を持ってもらい、本県への愛着を高める。
（エ）県民に本県の魅力を理解してもらい、県外
在住の知人等に本県の魅力を伝える。

　上記のうち、（ア）～（ウ）を達成するためには、
特に県外への配布の拡大が重要である。
　しかしながら、第33号（平成28年12月発行）の
配布先の内訳は、県外36.9%(団体6,204部、個人
5,791部)、県内63.1%(団体18,539部、個人1,966
部)で、県外の割合が低い状態となっている。
　したがって、これまで以上に県外への配布の拡
大に取り組む必要がある。

監査対象機関：広報課



【意見】
講　じ　た　措　置

【監査対象印刷物：長崎県の国土調査】

　現在、「長崎県の国土調査」の冊子全てに全
県地図を添付しています。
　今後は、国土調査の担当市町、関係機関につ
いては県内の現状を理解いただき、今後の事業
推進に役立てていただくため、全県地図の添付
を行っていきますが、それ以外については冊子
のみの配布とする方針で検討していきます。
　全県地図は、部数減による１冊当りの単価増
の可能性もあり、結果として経費削減に大きくは
繋がらないことも考えられますが、検討は行って
まいります。

　これまで土地対策室のホームページに国土調
査について関する記述を別に掲載していました
が、今後は「長崎県の国土調査」と同じ内容の
記述を掲載します（全県地図除く）。

 (3) インターネットの活用について
ア　「長崎県の国土調査」は、国土調査への理解
と事業推進の円滑な実施のために、行政機関等
に配布している。発行部数が300と少なく、配布
箇所が限定されるものの、地籍調査について県
民の理解を広めたいとしていることから、県庁
ホームページに印刷物と同じ内容の電子ファイ
ルを掲載するべきである。

平成28年度行政監査結果に係る措置

監　査　の　結　果

(1) 配布部数及び配布先について
イ　「長崎県の国土調査」は、地籍調査の概要、
地籍調査の実施状況等を掲載した冊子とともに
長崎県地籍調査実施状況図（以下「全県地図」と
いう。）を添付して、行政機関（国、県等の機関
145部、市町91部）等に配布している。
　全県地図は、市町の住民説明にも使用されて
いるとしているが、市町単位で使用するには大ま
かな地図で、住民説明に適しているか疑義があ
る。一方、全県地図の印刷経費は、全体の約8割
を占めている。そのため、特に全県地図につい
ては、使用目的に沿った配布部数及び配布先と
なるよう見直しを検討する必要がある。

監査対象機関：土地対策室



【意見】
講　じ　た　措　置

【監査対象印刷物：ミュージアム県ながさき】

　長崎観光ポータルサイトおよび県庁ホーム
ページの「県の発行物」に、「ミュージアム県なが
さき」のＰＤＦデータが掲載されている「ながさき
歴史・文化ネット」へのリンクを貼りました。
　次号から発行ごとに「県の発行物」ページに掲
載し、お知らせを行います。

平成28年度行政監査結果に係る措置

監　査　の　結　果

 (3) インターネットの活用について
イ　「ミュージアム県ながさき」について、長崎観
光ポータルサイト（ながさき旅ネット）や県庁ホー
ムページの「県の発行物」にそれぞれへのリンク
を貼っていない。しかし、県内外の観光客等への
PRの目的があることから、観光客等により多くの
知る機会を提供するためにもリンクを貼るべきで
ある。

監査対象機関：文化振興課



【意見】
講　じ　た　措　置

【監査対象印刷物：人権に関する県民意識調査－平成27年度意識調査報告書－】

(1) 配布部数及び配布先について
　本報告書は5年おきに作成して、県内の市町、
学校等教育機関、長崎法務局、人権擁護委員
連合会など人権に関係した団体や他の都道府
県の人権行政所管課等へ配布しています。
　次回作成にあたっては、人権教育・啓発にか
かる施策を直接的には立てない学校、図書館
等においては概要版のみの配布とするなど、報
告書の配布先を一部見直すことにします。

平成28年度行政監査結果に係る措置

監　査　の　結　果

(1) 配布部数及び配布先について
ウ　「人権に関する県民意識調査－平成27年度
意識調査報告書－」は、人権の意識に関する31
項目のアンケート（有効回答1,259人）について、
全体、前回調査との比較、行政区域別、性・年齢
別及び職業別の集計結果を掲載している（以下
「詳細版」という。全251ページ）。また、これとは
別契約で、上記の全体の集計結果のみを掲載し
た概要版（全23ページ）を発行している。
　これらの詳細版及び概要版は、県内の学校、
全都道府県等に配布している。
　詳細版については、概要版と比べ1冊あたりの
経費が多額となることもあり、経済性の観点か
ら、場合によっては、詳細版に代えて概要版を配
布するにとどめるなど、配布先の活用状況を踏
まえながら、詳細版及び概要版の配布先、部数
の見直しを図るべきである。

監査対象機関：人権・同和対策課



【意見】
講　じ　た　措　置

【監査対象印刷物：九州自然歩道ルートマップ】

　九州自然歩道ルートマップを掲載しているホー
ムページにマナー等の啓発に関する文言を記
載しました。
　今後、同様の印刷物を作成する際には、各
コースの歩行時間の目安、難易度や注意事項
などを記載するよう検討します。

　「九州自然歩道ルートマップ」について、長崎
観光ポータルサイト（ながさき旅ネット）及び県庁
ホームページの「県の発行物」にリンクを掲載し
ました。

(3) インターネットの活用について
イ　「九州自然歩道ルートマップ」について、長崎
観光ポータルサイト（ながさき旅ネット）や県庁
ホームページの「県の発行物」にそれぞれへのリ
ンクを貼っていない。しかし、県内外の観光客等
へのPRの目的があることから、観光客等により
多くの知る機会を提供するためにもリンクを貼る
べきである。

平成28年度行政監査結果に係る措置

監　査　の　結　果

(2) 掲載内容について
ア　「九州自然歩道ルートマップ」は、豊かな自然
と歴史・文化を巡ることができる歩道を15のルー
トに分けて掲載し、観光協会等に配布している。
　他県の同種の印刷物のように、マナーの啓発
等のために、（ア）歩道以外の山や畑に入らない
こと、（イ）歩行中は禁煙、（ウ）植物や鉱物を採っ
たり傷つけたりしないこと、（エ）ゴミの持ち帰りな
どの注意事項を記載することを検討する必要が
ある。
　また、各コースの歩行時間の目安、難易度又
は注意事項の記載があれば、より安全なトレッキ
ングが図られるため、記載することを検討する必
要がある。

監査対象機関：自然環境課



【意見】
講　じ　た　措　置

【監査対象印刷物：長崎景色】

　平成29年度は「長崎景色」の印刷業務を発注
せず、今後、より効果的な活用がなされるよう
「ＱＲコード」の掲載を含めデザインの見直しを
進めることとし、平成30年度に印刷業務を発注
する予定です。
　また、配布先の見直しを行い、市町への重点
的配布を行うなど、市町と連携して地域住民が
手に入れやすい方法を検討していきます。

　平成29年度に「景観景色」のより効果的な活
用がなされるよう「ＱＲコード」の掲載を含めデザ
インの見直しを進めることとし、平成30年度に印
刷を発注する予定です。

　県庁ホームページは、最新の内容に変更済み
です。　また、県観光ポータルサイトへのリンクも
対応済みです。
　「県の発行物」については、今後、改訂版を印
刷する際にリンクを貼ることといたします。

 (3) インターネットの活用について
ウ　「長崎景色」について、観光客等へのPRの目
的のため、最新版の発行に伴い、県庁ホーム
ページに掲載する電子ファイルを最新の内容に
更新する必要がある。
　また、長崎観光ポータルサイトや県庁ホーム
ページの「県の発行物」にリンクを貼るべきであ
る。

(2) 掲載内容について
イ　「長崎景色」は、本県の景観資産として登録さ
れた約200件の建造物等の説明、写真、位置図
等を掲載している。そのうち、位置図について
は、縦26mm、横35mmと寸法が小さく、場所の特
定が容易ではないと思われるものが見受けられ
る。しかし、持ち歩きすることを想定しているた
め、冊子の寸法の制約があり、位置図の寸法を
大きくすることは困難である。
ガイドブックとしての役割があり、景観資産の場
所の特定を容易にするため、QRコードを掲載す
ることなど、スマートフォン等で活用できるよう検
討する必要がある。

平成28年度行政監査結果に係る措置

監　査　の　結　果

(1) 配布部数及び配布先について
エ　「長崎景色」は、個性的で魅力のある景観を
保全・創造するために、本県の景観資産として登
録された武家屋敷通りなどの「まちなみ」や教会
等の「建造物」等の景観資産の概要を掲載し、県
内地域住民、県外からの観光客等を配布対象者
としている。
　平成28年4月時点で210件（前年度から13件
増）が景観資産として登録されているが、登録さ
れた資産は、毎年一部の変更にとどまる。その
ため、経済性の観点から、毎年印刷業務を発注
するのではなく、2年にまとめて印刷業務を発注
することなど、効率的な発行のあり方を検討する
必要がある。
　また、行政機関以外の主な配布先は、長崎空
港等の交通拠点500部、ハウステンボス500部、
県立図書館300部、道の駅180部等、観光客を想
定したものが主となっているが、県内地域住民が
より直接手に入れやすい配布先を検討する必要
がある。

監査対象機関：都市計画課
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【意見】
講　じ　た　措　置

【監査対象印刷物：長崎県の子どもにすすめる本500選　ブックリスト小学校中学年】

　今後、より多くの児童の読書習慣の定着を図
るため、ご提案のあらすじなどを記載するととも
に、従来の読書後の書く力を育む観点から掲載
していた本の紹介欄等の充実も行う方向で検討
してまいります。

　今後、ブックリストの送付や学校図書館の訪
問等の際、各学校にコーナー設置率の向上を
働きかけてまいりたい。

(4) 配布先への働きかけについて
「長崎県の子どもにすすめる本500選　ブックリス
ト小学校中学年」について、「長崎県の子どもに
すすめる本500選コーナー」の各学校での設置率
は、平成27年度で62％にとどまっている。
配布した印刷物の効果を上げるために、引き続
き各学校のコーナーの設置率の向上に取り組む
必要がある。

平成28年度行政監査結果に係る措置

監　査　の　結　果

(2) 掲載内容について
ウ　「長崎県の子どもにすすめる本500選　ブック
リスト小学校中学年」は、有識者による選定委員
会が選定した本のリストを県内の小学校3～4年
生に配布している。各本の紹介が表紙、題名、
著者及び出版社のみの掲載となっている。本に
より興味をもってもらうために、他県の同種の印
刷物のように、各本のあらすじなどを記載するこ
とを提案したい。

監査対象機関：生涯学習課


